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手まりの会

日頃の活動の成果が集結！
作品展示もステージ発表も素晴らしい
ものばかりでした

中学生が日頃感じている危険箇所や不安に思っていることを発表し、地域の安全・安心
について、市長を交えて意見交換を行います。
町会、学校、交通安全協会、保護者など、地域の皆さんと一緒に、
「地域で取り組めること」「行政と一緒に取り組みたいこと」を考えます。

日時 ： 10月25日（日） 午前10時～正午
会場 ： 和田公民館 大会議室
参加 ： 観覧自由

地域のみんなで考える安全・安心～中学生の声を地域の未来へ～

地域の安全・安心について、一緒に考えてみませんか。皆さんのご参加をお待ちしています。

9月6日、避難所運営委員会では、防災士の山﨑さんを講師に迎え、避難所運営ゲーム(ＨＵＧ)を
実施しました。参加者は班に分かれ、避難者の受け入れやトイレ、物資の配置などを考えながら、
避難所運営について学びました。次々に集まる避難者への対応に苦慮しながらも、活発な意見交
換が行われました。今回の体験を生かし、今後も防災訓練や講習を継続していきます。

・受け入れ台帳の見直し

・開設初期のレイアウトの重要性

・避難者の要望への対応

・空き部屋や体育館スペースの有効活用

・掲示板の効果的な活用

体験後の振り返り～課題・改善点～

山﨑さんおすすめ！ 枕元に置きたい防災3点セット ①軍手(ケガの応急手当にも役立つ）
②靴下(厚めで、ゆったりしたものがおすすめ)③靴(すぐに履ける、ひもなしの靴がおすすめ)

防災士 山﨑さんからの防災ポイント

・女性の視点を取り入れた避難所ﾚｲｱｳﾄ

・トイレ、汚物対策の重要性

・防犯のための定期的な見回り

・在宅避難に備えた家具の転倒、
ガラス飛散防止対策

【避難所運営ゲーム(HUG)】避難者やさまざまな出来事に
対応しながら、避難所運営を疑似体験するゲームです。

災害時には、必ず混乱が
起こります。だからこそ、
平時から「もしも」を想
定し、心構えをしておく
ことが大切です。



和田地区では、今年75歳以上の方が733名いらっしゃいます。各町会で祝賀会を開いたり、
記念品をお渡しするなど長寿のお祝いをしました。

大野 宣子さん（南和田）

自分の身の回りのことから
家族の食事まで何でもこな
します。特に漬物は大好評!
家族みんなから慕われてい
ます。

萩原 幸子さん（蘇我）

新聞をくまなく読むことが、
毎朝の日課です。
さまざまな脳トレにも挑戦し
記憶力は抜群！
習字も見事な腕前です。

丸山 良子さん（和田町）

お友達とのお茶やおしゃべ
りを楽しむことが元気の源
です。好き嫌いなく何でも
食べることが健やかに過ご
す秘訣です。
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蘇我

百歳を迎えました おめでとうござます！

中

下和田
昔話に花が咲き、楽しい
時間を過ごしました

美味しい食事を囲んで
会話も弾みました

南和田

真田丸さんの落語に
お堂は笑いに包まれました

「オスペルHiBiKi」の皆さんと
「信濃の国」を全員で大合唱！

境
素敵な歌と演奏、
楽しい会食で
大変盛り上がり
ました

敬老の日のお祝いをしました

西原

町会発足20周年の節目は、初代町会長
を中心とするルナレインボーの演奏が
披露され、心に響きました

和田町 懐かしいフォーク
ソングに思い出が
よみがえり、涙を
浮かべる方もいま
した


